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毎
年
、
北
広
島
町
内
の
花
田

植
の
先
陣
を
切
っ
て
開
催
さ
れ

る「
新
庄
の
は
や
し
田
」。
５

月
８
日（
日
）、
お
お
あ
さ
鳴

滝
露
天
温
泉
付
近
の
ほ
場
で
行

わ
れ
、
地
元
新
庄
小
学
校
の
児

童
や
先
生
も
早
乙
女
や
囃
子
方

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
新
庄
の
は
や
し
田
」（
大
朝
地
域
）

初夏の訪れを告げる

北 広島町の花田植

「
原
東
大
花
田
植
」（
豊
平
地
域
）

　

５
月
15
日（
日
）、
志
路
原

の
特
設
会
場
で「
原
東
大
花
田

植
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
の
ど

か
な
田
園
風
景
に
囲
ま
れ
て
、

華
や
か
な
飾
り
牛
、
絣
姿
の
早

乙
女
、
囃
子
方
が
繰
り
広
げ
る

花
田
植
を
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン

が
写
真
に
お
さ
め
て
い
ま
し
た
。
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６
月
５
日（
日
）に
開
催
さ

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産「
壬
生
の
花
田
植
」に
は
、

町
内
外
か
ら
約
１
万
人（
主
催

者
発
表
）が
訪
れ
ま
し
た
。
朝

に
は
雨
も
上
が
り
、
飾
り
牛

と
壬
生
、
川
東
両
田
楽
団
に

よ
る
一
大
田
園
絵
巻
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

「
壬
生
の
花
田
植
」（
千
代
田
地
域
）

花田植を支えた人々

　
今
年
も
千
代
田
高
等
学
校
の

生
徒
29
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
観
光

案
内
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
添

乗
、
花
田
植
会
場
で
活
躍
し
ま

し
た
。
他
に
も
、
地
元
の
方
な

ど
多
く
の
人
々
が
花
田
植
の
開

催
を
支
え
ま
し
た
。

広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財

「
本
地
の
花
笠
踊
り
」

壬生神社での牛の飾り付け

壬生商店街での作
品展示（デイサー
ビスセンター正寿
園のみなさん）

商工会女性部によ
る会場周辺への花
プランターの設置

壬生小学校　金管バンドの演奏

壬生小学校　子ども田楽による道行
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農 山 村 体 験 推 進 事 業

石川県の中学生が北広島町へ修学旅行に
28 年度の民泊受入がスタート

　北広島町が平成 20 年度から取り組んでいる「農山村体験推進事業」。これまで、町外・海外から
訪れる子どもたち約 6,000 人に、登山などの自然体験や、一般家庭などに宿泊してありのままの田
舎暮らしを体験する民泊を提供してきました。
　5 月 18・19 日には、昨年に続き、石川県小松市立丸内中学校の 3 年生が修学旅行で来町。町内在
住の方を講師に迎えて被爆体験を聞いた後、生徒 109 人が 34 の家庭に分かれて民泊をしました。
　今年度は、県外中学校・高校 7 校の修学旅行、県内小学校 23 校の体験活動を受け入れるほか、7
月には、町内の小学校 5 年生が「ふるさと夢プロジェクト」の一環として、民泊や川魚のつかみ取
り体験を実施する予定となっています。
問商工観光課 観光振興係　IP ☎０５０－５８１２－８０８０

北広島町内在住の方による被爆体験講話

民泊家庭では農作業などを体験

短い時間の中でお互いに交流を深めました
4Public Relations Kitahiroshima
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ブックスタート事業　はじまりました
北広島町に生まれてきてくれてありがとう！
地域みんなで子育てを応援しています

　赤ちゃんのいる家庭に絵本をプレゼントして、絵本を介して赤
ちゃんとお母さん、お父さんなどがふれあう時間を持つきっかけを
作る活動です。
　1992 年にイギリスで子育て支援策として始まり、日本でも
2001 年４月に東京で実施され、全国に広がっています。

ブックスタートとは？

　

①～生後 2 ヶ月頃＊

　乳児訪問で、保健師がご自宅を訪問し、赤ちゃんの身長・体重を
測定する際、「ブックスタート」について説明を行います。
②生後４～５ヶ月頃＊

　お住まいの地区担当の民生委員児童委員がご自宅に訪問し、絵本
などをお渡しします（日にちについては、事前に連絡があります）。
③生後７～８ヶ月頃＊

　育児学級で、図書館職員より絵本の読み聞かせを行います。

（＊）赤ちゃんの生後月齢数は目安です。前後する場合があります。

ブックスタートの流れ

　平成 28 年
4 月 2 日以降

に生まれた
赤ちゃんが
対象です

民生委員児童委員とは？
　民生委員児童委員は、地域
の子どもたちが元気に安心し
て暮らせるように、子どもた
ちを見守り、子育ての不安や
妊娠中の心配ごとの相談・支
援などを行っています。
　日々の暮らしの中で困った
り悩んだりしたことを相談で
きる相手のひとりです。

問福祉課 子育て支援係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１

こどもの救急電話相談（＃８０００）
ダイヤル回線・IP 電話の場合 082-505-1399
 子どもが急病になったり、けがをしたりする
ことがあります。それが夜間の場合、すぐに病
院に連れて行ったほうがいいのか、翌朝まで
待ってからでもいいのか判断に迷うことも…。
そんな時に役立つのが、「こどもの救急電話相談」　
　受診の必要性や家庭でできる応急措置などについ
て、相談員（看護師）が電話でアドバイスしてくれます。

利用時間：午後７時～翌朝８時まで
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北広島町
定住者の声

北広島町に移り住んで
来られた方の体験談を

紹介します

　

今
月
は
、
尾
道
市
か
ら
移
り
住
み
、

約
60
頭
の
牛
と
ペ
ッ
ト
の
黒
ヤ
ギ
、犬
、

猫
と
共
に
暮
ら
す
福ふ
く
は
ら
つ
と
む

原
務
さ
ん
、
美み

え江

さ
ん
の
ご
夫
婦
で
す
。

●
移
住
の
き
っ
か
け
は
？

祖
父
の
代
か
ら
の
酪
農
を
継
い
で
い

た
両
親
が
２
年
半
前
、「
や
め
よ
う
と

思
う
」と
言
い
出
し
た
ん
で
す
。
以
前
、

火
事
に
な
っ
て
牧
場
を
一
度
再
建
し
た

ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
た
っ
た
20
年
な
の

に
、
や
め
て
し
ま
う
な
ん
て
も
っ
た
い

な
い
と
思
っ
て
、
何
と
か
で
き
な
い
か

と
主
人
に
相
談
し
ま
し
た
。

当
時
、
私
た
ち
夫
婦
は
結
婚
し
て
15

年
、尾
道
市
内
で
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
。

主
人
は
自
動
車
整
備
士
、
私
は
検
査
技

師
と
し
て
病
院
勤
務
で
し
た
。
夫
婦

別
々
の
生
活
も
考
え
た
り
し
た
ん
で
す

け
ど
、最
終
的
に
は
「
一
緒
に
や
ろ
う
」

と
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
息
子
も
こ

の
実
家
が
大
好
き
で
い
て
く
れ
た
こ
と

も
、
帰
る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
美
江
さ
ん
）

●
よ
か
っ
た
こ
と
・
苦
労
し
た
こ
と
は
？

僕
は
奥
さ
ん
よ
り
２
ヶ
月
遅
れ
の
10

月
に
移
住
し
て
来
た
ん
で
す
が
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
期
が
牛
の
飼
料
稲
の
刈
取

り
時
期
だ
っ
た
ん
で
す
。
酪
農
の
右
も

左
も
全
く
わ
か
ら
な
い
中
で
、
奥
さ
ん

の
お
父
さ
ん
に
怒
ら
れ
な
が
ら
コ
ン
バ

イ
ン
の
運
転
を
さ
せ
ら
れ
て
ま
し
た

（
笑
）。
最
初
は
牛
自
体
に
慣
れ
て
な
い

の
で
、
怖
か
っ
た
で
す
し
ね
。
今
は
、

乳
搾
り
も
練
習
の
甲
斐
あ
っ
て
上
手
に

な
り
ま
し
た
よ
（
笑
）。
種
付
け
（
人

工
授
精
）
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

し
ね
。（
務
さ
ん
）

●
北
広
島
町
の
魅
力
は
？

　
帰
っ
て
き
て
酪
農
を
始
め
て
い
ろ
ん

な
人
と
出
会
う
中
で
、
意
外
と
Ｉ
タ
ー

ン
の
若
い
人
が
多
い
こ
と
に
気
付
い
た

ん
で
す
。
若
者
が
住
み
た
い
と
思
う
魅

力
あ
る
町
な
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

堆
肥
の
注
文
を
受
け
て
現
地
へ
行
っ

て
み
る
と
、
農
業
を
す
る
た
め
に
市
内

か
ら
通
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
方
も
結

構
多
い
で
す
よ
。
若
い
人
が
農
業
に
関

心
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
の
を
見
る

と
、
自
分
た
ち
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
な
と

思
い
ま
す
。

●
ご
近
所
と
の
お
つ
き
あ
い
は
？

都
会
と
比
べ
る
と
地
元
の
方
と
の
関

わ
り
は
大
き
く
て
濃
い
で
す
ね
（
笑
）。

皆
さ
ん
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
す

よ
。
仕
事
に
限
ら
ず
、
地
元
の
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
事
も
大
事
に
し
た
い
で
す
。

●
幸
せ
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
は
？

牛
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
犬
、
猫
、

ヤ
ギ
も
飼
っ
て
い
る
ん
で
す
。
か
わ
い

い
動
物
た
ち
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
よ
。

前
は
ほ
ん
と
に
バ
タ
バ
タ
の
生
活
を
送

っ
て
い
ま
し
た

か
ら
ね
。

以
前
は
お
互

い
の
休
み
も
合

わ
ず
、
一
緒
に

ゆ
っ
く
り
過
ご

す
時
間
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
最
近
は
た
ま
に
二
人
で
ラ
ン
チ
に

行
く
ん
で
す
よ
。
数
時
間
、
両
親
に
任

せ
て
二
人
で
出
掛
け
ら
れ
る
の
も
、
家

族
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
よ
ね
。

近
所
に
雰
囲
気
の
あ
る
Ｂ
Ａ
Ｒ
も
出

来
ま
し
た
し
（
※
近
所
と
は
い
え
遠

い
）。
も
う
少
し
近
く
に
い
ろ
い
ろ
と

あ
れ
ば
歩
い
て
帰
れ
る
の
に
な
ぁ
と
は

思
い
ま
す
け
ど
（
笑
）。

●
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

広
い
土
地
も
あ
る
し
、
昔
な
が
ら
の

農
業
を
す
る
な
ど
、
何
か
や
っ
て
み
た

い
こ
と
が
あ
る
人
は
、
自
分
の
可
能
性

を
広
げ
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
だ

と
思
い
ま
す
よ
。

【
役
場 

企
画
課
か
ら
の
お
願
い
】

①
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
た
め
、

　
町
内
で
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
物
件

　
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

②
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

　
る
た
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

　
い
た
だ
け
る
定
住
者
の
方
を
ご
紹
介

　
く
だ
さ
い
！

問 

企
画
課 

地
域
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
２
４
２

E
-m

a
il sh

in
ko

u
@

to
w

n
. 
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集
落
支
援
員
だ
よ
り

《
芸
北
》

　
芸
北
地
域
の
活
動
場
所
は
、
大
暮
地

区
、
溝
口
枕
地
区
、
溝
口
２
区
の
３
ヶ

所
で
す
。
今
回
は
、
大
暮
地
区
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
一
昨
年
、
地
区
の
人
々
と
交
流
す
る

機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
お
年
寄
り
の

た
め
に
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
皆
が
集
え
る
場
が
必
要
だ

と
い
う
区
長
さ
ん
の
提
案
を
受
け
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
っ
た
取

り
組
み
で
、月
に
１
回
開
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
７
月
か
ら
は
大
暮
養

魚
場
の
軒
先
を
貸
し
て
も
ら
い
、
サ
ロ

ン
会
員
が
育
て
た
野
菜
の
販
売
も
始
め

ま
し
た
。
当
初
３
人
だ
っ
た
野
菜
の
生

産
者
は
９
人
に
な
り
、
販
売
し
た
野
菜

は
21
種
類
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た

取
り
組
み
が

生
き
が
い
対

策
に
つ
な
が

れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
大
朝
》

大
朝
わ
さ
ま
ち
協
賛
イ
ベ
ン
ト
「
ア

ー
ト
で
つ
な
が
る
ふ
る
さ
と
散
歩
」
の

筏
津
芸
術
村
会
場
で
は
、
油
絵
、
さ
を

り
織
、
神
楽
面
、
切
り
絵
な
ど
の
展
示

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
筏
津
乙

女
会
の
カ
フ
ェ
も
出
店
さ
れ
ま
し
た
。

来
館
者
は
３
日
間
で
約
４
０
０
人
。
記

帳
を
見
る
と
県
内
広
く
か
ら
来
ら
れ
て

お
り
、
チ
ラ
シ
だ
け
で
は
な
く
、
芸
術

家
同
士
の
つ
な
が
り
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
の
情
報
伝
達
も
効
果
が
大
き
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
４
月
27
～
29
日
に
大
朝
で
開
催
さ
れ

た
「
わ
さ
ま
ち
」。
私
は
、
わ
さ
ま
ち

通
り
商
店
街
に
あ
る
旧
香
川
旅
館
１
階

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ａ
（
つ
る
や
）」
で
ホ

ー
ル
係
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
温
玉
カ

レ
ー
と
そ
ぼ
ろ
風
親
子
め
し
は
完
売
！

大
盛
況
で
し
た
。

　
建
物
の
改
装
か
ら
始
ま
っ
た
準
備
は

力
仕
事
が
多
く
て
大
変
で
し
た
が
、
地

域
の
人
が
集
ま
っ
て
、
互
い
に
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
１
つ
の
も
の
を

作
り
上
げ
て
い
く
姿
は
、
と
て
も
格
好

良
か
っ
た
で
す
。
私
も
役
に
立
つ
ア
イ

デ
ア
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。（
鳥と

や谷
明あ

す

か
日
香
）　　

協
力
隊
員　
自
己
紹
介
③

　
東
京
都
町
田
市
か
ら
移
住
し
た
澤さ
わ
だ田

真ま
ゆ
み弓
で
す
。
在
京
中
は
、
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
雑
誌
や
新
聞
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
寄
稿
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経

験
を
生
か
し
て
、
現
在
は
情
報
発
信
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
以
前
の
仕
事
と
は

勝
手
が
違
う
こ
と
も

多
く
戸
惑
い
も
あ
り

ま
す
が
、
コ
ツ
コ
ツ

勉
強
し
な
が
ら
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
23
期
緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
の
山や
ま
ぐ
ち口

実み
さ
き咲
で
す
。
出
身
は

千
葉
県
松
戸
市
で
、

今
年
３
月
に
大
学

（
英
語
専
攻
）
を
卒
業
し
ま
し
た
。

芸
北
に
来
て
２
ヶ
月
。
印
象
は
、
芸

北
は
想
像
以
上
に
広
い
！
ま
だ
寒
い
！

蛙
の
大
合
唱
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
！
で
す
。

ま
た
、
地
区
の
常
会
な
ど
で
は
座
り

方
や
男
女
比
、
年
齢
層
、
進
行
の
仕
方

な
ど
地
区
ご
と
に
特
色
が
垣
間
見
え
、

と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
女
性
区

長
が
い
な
い
の
も
驚
き
で
し
た
。 　

①
地
域
お
こ
し
へ
の
関
心
を
実
践
に

移
す
②
自
己
の
可
能
性
の
発
掘
と
発
展

③
理
論
で
は
説
明
で
き
な
い
、
人
と
の

「
つ
な
が
り
」
が
も
た
ら
す
も
の
は
何

か
を
探
る
―
を

念
頭
に
置
き
な

が
ら
活
動
し
、

芸
北
の
魅
力
を

発
見
・
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

通
信

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

通
信

毎月 1 回開催される
ふれあいサロン

取材中（写真左）

人生初、ゴボウの種まき
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健　
康
　
信
通

第135回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

デ
ー
タ
で
み
る
北
広
島
町
の
健
康 

そ
の
１

北
広
島
町
国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
現
状

（
出
展
＝
北
広
島
町
国
民
健
康
保
険
保

健
事
業
実
施
計
画
）

若
年
層
の
方
も
健
診
を
受
診
し
、
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
健
診
の
申
し
込
み

は
電
話
で
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

①
１
人
あ
た
り
の
年
間
医
療
費

　

北
広
島
町
の
１
人
あ
た
り
の
年

間
医
療
費
は
、
平
成
27
年
度
に
は

29
万
６
５
７
９
円（
見
込
み
）で
し
た
。

平
成
24
年
度
の
31
万
３
９
４
７
円
を
ピ

ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

楽しむ拠点コース
筋トレ、ウォーキング、球技などを楽しみます。
日時 毎週月曜日 午前9時30分～11時30分
会場 千代田運動公園体育館 
参加費 100円 

水の拠点コース
温水プールで水中ウォーキングなどを楽しみます。
日時 ７月26日（火） 午前10時30分～11時30分
会場 千代田運動公園温水プールSuiSui（スイ
スイ）　参加費 100円 
＊どなたでも参加できます。お誘い合わせてお越
しください。

②
健
診
受
診
者
と
未
受
診
者
の
医
療
費

　
平
成
26
年
度
の
医
療
費
は
、
特
定
健

診
受
診
者
で
２
万
６
７
７
０
円
、
未
受

診
者
は
３
万
６
１
７
０
円
で
あ
り
、
健

診
受
診
者
と
未
受
診
者
で
は
９
４
０
０

円
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

③
年
齢
別
特
定
健
診
受
診
率

　

北
広
島
町
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

県
内
で
第
４
位
（
平
成
26
年
度
41
・
5

％
）
で
す
。
40
～
50
歳
代
の
健
診
受
診

者
は
お
よ
そ
５
人
に
１
人
で
す
。

240,000

260,000

280,000

300,000

320,000

　
Ｈ
27
年
度

　
Ｈ
26
年
度

　
Ｈ
25
年
度

　
Ｈ
24
年
度

　
Ｈ
23
年
度

　
Ｈ
22
年
度

　
Ｈ
21
年
度

   

Ｈ
20
年
度

  （
見
込
み
）

単位：円
１人あたり医療費（年間）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

受診者未受診者

36,170

26,770

（円）
健診受診者と未受診者の

医療費比較

9,400円

0

200

400

600

800

1000

1200

受診者受診対象者

70-74歳65-69歳60-64歳55-59歳50-54歳45-49歳40-44歳
0

10

20

30

40

50

60

広島県受診率北広島町受診率

（％）（人） 北広島町特定健診受診率（年齢別）

40代・50代は、
およそ5人に1人
の受診率

「
医
者
に
か
か
る
十
か
条
」を

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
紹
介
し
ま
す

第
三
条　

　
よ
り
良
い
関
係
づ
く
り
に
は

　
あ
な
た
に
も
責
任
が

　
お
医
者
さ
ん
に
す
べ
て
を
ゆ
だ
ね
る

の
で
は
な
く
、
治
療
に
つ
い
て
何
を
優

先
し
た
い
の
か
、
自
分
の
意
思
を
し
っ

か
り
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

一
方
通
行
で
は
な
く
、
互
い
に
協
力

す
る
こ
と
が
よ
り
良
い
関
係
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

日
時　
７
月
13
日（
水
）・８
月
22
日（
月
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
と
よ
ひ
ら
ウ
イ
ン
グ

※
予
約
不
要
で
す
。
血
圧
測
定
・
尿
検

査
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。　

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る

月
一
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
！
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

　
年
を
重
ね
る
こ
と
で
物
事
を
判
断
す

る
力
が
衰
え
、
そ
の
結
果
、
自
分
の
利

益
を
自
分
の
力
で
守
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、

人
権
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
権

利
を
保
護
し
た
り
、
本
人
に
代
わ
っ
て

そ
の
財
産
を
適
切
に
管
理
し
た
り
す
る

の
が「
権
利
擁
護
」で
す
。

　
問
：
今
は
大
丈
夫
で
す
が
、
将
来
、
認

知
症
な
ど
の
病
気
に
な
っ
た
時
、
財
産

の
管
理
が
心
配
で
す
。

答
：
将
来
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力

が
衰
え
た
場
合
に
備
え
て「
成
年
後
見

制
度
」を
利
用
し
て
、
後
見
人
を
選
ん

で
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
成
年
後

見
制
度
」は
、
財
産
の
管
理
や
、
契
約

の
時
な
ど
に
不
利
益
を
被
っ
た
り
、
悪

徳
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た
り
し
な
い
よ

う
、
権
利
と
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

問
：
認
知
症
の
父
親
の
介
護
に
不
安
と

疲
労
が
重
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
つ

も
父
親
を
怒
鳴
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

答
：
介
護
者
が
、
日
頃
の
介
護
で
心
身

が
疲
労
し
、
追
い
つ
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
介
護
者
の
介
護
の
負
担
、
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
や

情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
介
護

者
が
１
人
き
り
で
問
題
を
抱
え
込
ま
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
周
囲
の
人
の
協

力
や
介
護
保
険
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
上

手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
：
警
察
官
を
名
乗
る
男
か
ら「
あ
な

た
の
銀
行
口
座
が
犯
罪
に
使
わ
れ
て
い

る
の
で
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
が
ほ
し

い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

答
：
警
察
官
が
電
話
や
訪
問
で
、
通
帳

や
カ
ー
ド
、
暗
証
番
号
な
ど
を
要
求
し

た
り
、
受
け
取
り
の
た
め
に
銀
行
員
を

派
遣
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

絶
対
に
教
え
た
り
、
渡
し
た
り
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め

詐
欺
や
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
の
被
害

が
増
え
て
い
ま
す
。
怪
し
い
と
思
っ
た

時
や
被
害
に
あ
っ
た
時
に
は
、
警
察
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
生
活
上
で
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
時
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
権
利
擁
護
サ
ポ
ー
ト

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
個
人
が
人

間
と
し
て
の
尊
厳
を
保
ち
生
き
る
こ
と

が
大
切
と
な
り
ま
す
。
高
齢
化
が
加
速

す
る
中
、
自
身
や
身
近
な
方
の「
権
利

擁
護
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
げ
ん
き
カ
ル
タ

今
月
の
一
枚

高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

　
回
覧
板
を
回
す
時
に
ひ
と
声
か

け
あ
っ
て
い
る
と
、
お
隣
さ
ん
の

小
さ
な
変
化
に
気
づ
い
た
り
、
不

審
者
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
隣
さ
ん
と
ひ
と
声
か

け
あ
っ
て
、
安
心
で
き
る
地
域
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
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全
国
的
に
山
へ
の
関
心
が
薄

れ
て
い
る
な
か
、
町
内
に
お
い

て
も
森
林
の
手
入
れ
が
進
ま

ず
、
森
林
の
持
つ
、
水
源
の
か

ん
養
な
ど
の
公
益
的
機
能
の
低

下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
で
は
、
潤
い
の
あ
る

県
民
生
活
を
維
持
し
、
次
の
世

代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
、
平
成
19
年
度
か
ら「
ひ
ろ

し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
」制

度
を
創
設
し
て
、
県
民
全
体
で

支
え
る
森
づ
く
り
活
動「
ひ
ろ

し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
」に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
北
広
島
町
に
お
い
て
も
、
継

続
的
に
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、「
里
山
林
の
再
生
」

や「
人
工
林
の
適
切
な
整
備
」

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
山
を
整
備
し
た

い
」、「
集
落
ぐ
る
み
で
地
域

の
山
を
整
備
し
た
い
」な
ど
、

整
備
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひろしまの
森づくり事業
募集

【
森
づ
く
り
交
付
金
事
業
】

●
放
置
森
林
整
備

　
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
森
林（
雑
山
）を
間
伐（
抜
き
切
り
）す

る
こ
と
に
よ
り
、
景
観
を
良
く
し
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
が
農
地

へ
侵
入
し
に
く
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

●
竹
林
繁
茂
防
止

手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
竹
林
を
全
て
伐
採
し
、
健
全
な
森
林

の
復
元
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
整
備
後
は
、
竹
が

再
び
生
え
て
き
ま
す
の
で
、
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
※
林
地
内
の
竹
林
が
対
象
で
す
。
河
川
敷
や
宅
地
周
辺
の
竹
林
整

備
は
補
助
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）　

【
負
担
額
】   

事
業
費
の
１
割
程
度（
※
施
業
地
に
よ
り
変
動
し
ま
す
）

【
条　
件
】　
20
年
間
の
皆
伐
禁
止
（
雑
山
）、
森
林
以
外
へ
の
転
用

制
限
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

整
備
前

整
備
後

整
備
前

整
備
後

10Public Relations Kitahiroshima
2016.7  



【
環
境
貢
献
林
整
備
事
業
】

●
人
工
林
健
全
化

手
入
れ
が
不
十
分
な
人
工
林
（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
）
を
間
伐
（
抜

き
切
り
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
木
を
育
て
、
保
水
力
の
あ
る
山
に

す
る
こ
と
で
、
森
林
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

【
負
担
額
】  

１
ha
（
約
１
町
）
あ
た
り

１
万
円
程
度
の
事
業
費
（
※
施
業
地

に
よ
り
変
動
し
ま
す
）

【
条　
件
】  

15
年
以
上
手
入
れ
が
さ
れ

て
い
な
い
人
工
林
が
対
象
（
保
安
林

の
場
合
は
10
年
以
上
）。
20
年
間
の
皆

伐
禁
止
、
森
林
以
外
へ
の
転
用
制
限

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問 

農
林
課 

林
業
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

ひろしまの森づくりキャラクター
「モーリー」

平成28年度 狩猟免許試験について（広島県）
１ 開催日時及び場所（近隣の主な会場）

開催日 試験を実施する
免許の種類

申込書
受付締切日 定員 会　　　場

7 月 5 日（火） わな猟
第一種・第二種銃猟 6 月 24 日（金） 80 名

庄原市西本町四丁目 5-26
庄原市ふれあいセンター
コパリホール

7 月 24 日（日） 網猟、わな猟
第一種・第二種銃猟 7 月 14 日（木） 120 名

広島市中区基町 10-52
広島県庁本館６階講堂

（駐車場なし）
8 月 10 日（水） 網猟、わな猟

第一種・第二種銃猟 7 月 29 日（金） 120 名

9 月 4 日（日） 網猟、わな猟
第一種・第二種銃猟 8 月 25 日（木） 120 名

２ 試験の内容
①適性試験：視力、聴力、運動能力
②知識試験：法令、猟具の取扱い、鳥獣判別、鳥獣の保護管理
③技能試験：猟具の取扱い、鳥獣判別など 
　※技能試験は、適性・知識試験の両方に合格した方のみ、受験できます。

３ 申請手続きの方法
　 具体的な手続き方法や質問は農林課または各支所産業振興係までお問い合わせください。
問 農 林 課  林業振興係   IP☎０５０－５８１２－１８５７
　 芸北支所 産業振興係　IP☎０５０－５８１２－２１１２
　 大朝支所 産業振興係　IP☎０５０－５８１２－８００１　
　 豊平支所 産業振興係　IP☎０５０－５８１２－１１２４

※広島県に住所を有する満20歳（網猟・わな猟は満18歳）以上の方が受験することができます。
※試験の開始はいずれも午前9時、終了時刻はおおむね16時を予定しています。
※近隣以外で上記試験会場以外でも実施されます。くわしくはお問い合わせください。

整
備
前

整
備
後

みんなで

森をつくろう！
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住民票の写しなどの交付に係る
本人通知制度について

■本人通知制度とは
 　住民票の写しや戸籍謄本などを代理人や第三者に交付したときに、事前に登録した本人に交付
したことを通知する制度です。
※北広島町では平成 27 年 4 月 1 日から本人通知制度の登録者を受け付けています。

■通知制度の目的
 　本人通知制度の実施により、住民票の写しなどの不正請求の抑止や、不正取得による個人の権
利の侵害の抑止及び防止を図ることを目的としています。

■登録ができる人
　　北広島町の住民基本台帳または戸籍に記録または記載されている人（除かれた人も含みます）

■登録手続きに必要なもの

■登録の有効期間
　登録日から３年間（引き続き登録を受けようとする方は、更新申請を行う必要があります）

■通知の内容
　・交付した年月日
　・交付した証明書の種別及び通数
　・交付請求者の種別（本人などの代理人または本人など以外の者の別）
　※交付請求した第三者の氏名、住所は通知しません。

問町民課 住民係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４
　芸北支所 地域振興係　IP ☎０５０－５８１２－２１１０
　大朝支所 地域振興係　IP ☎０５０－５８１２－２２１１
　豊平支所 地域振興係　IP ☎０５０－５８１２－１１２２

本人通知登録申請書 ＋

本人が手続きする場合
本人確認書類

（運転免許証・住民基本台帳カード・パスポートなど官公署
が発行した顔写真付き身分証明書など）

代理人が手続きする場合
登録する本人が記入した委任状及び代理人の本人確認書類

法定代理人（親権者など）が代理申請する場合
戸籍謄本など法定代理人の資格を証明する書類
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　　　　障がいを知り、共に生きる　　　　
　　日常生活用具の給付について
　 　日常生活用具の給付は障がいのある方や指定難病の対象の方が、日常生活を送るうえで必

要な様々な用具を給付する事業です。用具ごとに対象となる障がいや程度が異なります。ま
た、対象用具でも購入後の申請では給付できませんので、事前に福祉課へご相談ください。

　○ 用具ごとに助成上限額、耐用年数の決まりがあります。課税状況により、１割の自己負担
が生じ、助成上限額を超える部分については自己負担となります。

　○ 介護保険対象の方は、介護保険制度が優先されます。同じ用具がある場合には、介護保険
制度をご利用いただくことになります。

１介護・訓練支援用具 特殊寝台、特殊マット、特殊尿器、入浴担架、体位変換器、移動用
リフト、訓練いす、訓練用ベッド

２自立生活支援用具
入浴補助用具、便器、頭部保護帽、T 字状・棒状のつえ、移動・移
乗支援用具、特殊便器、火災警報器、自動消火器、電磁調理器、歩
行時間延長信号機用小型送信機、聴覚障害者用屋内信号装置

３在宅療養等支援用具　　
透析液加温器、ネブライザー ( 吸入器 )、電気式たん吸引器、酸素
ボンベ運搬車、盲人用体温計 ( 音声式 )、盲人用体重計、動脈血中
酸素飽和度測定器 ( パルスオキシメーター )

４情報・意思疎通支援用具

携帯用会話補助装置、情報・通信支援用具、点字ディスプレイ、
点字器、点字タイプライター、視覚障害者用ポータブルレコーダー
( 録音再生・再生専用 )、視覚障害者用活字文書読上げ装置、視覚
障害者用拡大読書器、盲人用時計 ( 触読式・音声式 )、聴覚障害者
用通信装置（FAX・テレビ電話など）、聴覚障害者用情報受信装置、
視覚障害者用音声 IC タグレコーダー、人工喉頭 ( 笛式・電動式 )、
点字図書

５排泄管理支援用具 ストマ用装具（蓄便袋・蓄尿袋）、紙おむつなど（紙おむつ・脱脂綿・
サラシ・ガーゼ・洗腸装具）、収尿器

６住宅改修費

居宅生活動作補助用具
①手すりの取付け　②段差解消　③滑り防止及び移動の円滑化など
のための床または通路面の材料の変更　④引き戸などへの扉の取替
え　⑤洋式便器などへの便器の取替え　⑥その他前各号の住宅の改
修に付帯して必要となる住宅改修

日常生活用具一覧

　問福祉課 地域福祉係  IP ☎０５０－５８１２－１８５１　

広島県立身体障害者更生相談所による相談（判定）会
 　補聴器の補装具費の支給申請に必要な相談（判定）会が開催されます。申請をされる方は、
事前申込が必要です。7 月 5 日（火）までに、福祉課へ申し込んでください。
　　　日　時　7 月 13 日（水）午前 10 時受付
　　　場　所　北広島町役場本庁　２階会議室
　　　対象者　聴覚に障がいがある方
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徴
収
種
別
ご
と
の
送
付
物

● 

普
通
徴
収

　
（
納
付
書
・
口
座
振
替
の
方
）

 

４
期
～
12
期
（
平
成
28
年
７
月
～
平

成
29
年
３
月
）
の
納
付
書
９
枚
と
保

険
料
額
を
記
載
し
た
通
知
書
（
口
座

振
替
の
方
に
は
納
付
書
は
届
き
ま
せ

ん
）

●
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
の
方
）

 

保
険
料
額
と
各
期
の
年
金
天
引
き
額

を
記
載
し
た
通
知
書

● 

年
度
途
中
で
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴

収
に
変
わ
る
方

 

特
別
徴
収
に
な
る
ま
で
の
月
分
の
納

付
書
と
通
知
書

　
 

介
護
保
険
料
の
納
付
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
介
護
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を

利
用
さ
れ
る
と
、
払
い
忘
れ
も
な
く
便

利
で
す
。
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

に
移
行
す
る
際
に
は
自
動
的
に
口
座
振

替
を
停
止
し
ま
す
の
で
二
重
納
付
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
保
健
課
介
護
保

険
係
、
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
置
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
後
、

金
融
機
関
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課 

介
護
保
険
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

介
護
保
険
料
本
算
定
の
お
知
ら
せ

　
介
護
保
険
料
は
、
本
人
・
世
帯
の
町
民
税
課
税
状
況
な
ど
を
基
に
算
定
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
町
民
税
額
が
確
定
後
、
介
護
保
険
料
額
を
算
定
し
、
７
月
中
に
通
知
し

ま
す
。
普
通
徴
収
の
方
に
は
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。　

被
爆
二
世
の
方
の
健
康
診
断

　
被
爆
二
世
の
方
の
健
康
管
理
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
広
島
県
内
で
健

康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　
両
親
の
い
ず
れ
か
が
原
子

爆
弾
被
爆
者
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
広
島
県
内
に
居
住
す
る
方

広
島
被
爆　

 

昭
和
21
年
６
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

長
崎
被
爆　

 

昭
和
21
年
６
月
４
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

●
申
込
方
法　
役
場
福
祉
課・各
支
所・

各
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
備
え
付
け
の

専
用
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

広
島
県
庁
被
爆
者
支
援
課
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
広
島
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
電
子
申
請
に
よ
り
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
間　

　
平
成
28
年
６
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
※
当
日
消
印
有
効

●
実
施
期
間

　
平
成
28
年
６
月
10
日
（
金
）
か
ら

　
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

●
健
診
費
用　
無
料　

広島県立三次看護専門学校オープンスクール参加者募集
　看護教育の内容や学生生活の様子などを皆さまに知っていただくため、オープンスクールを
開催します。事前の申し込みは不要です。
○日　時　８月２日（火）　午後１時～３時 30 分（午後 12 時 30 分～受付）
○場　所　広島県立三次看護専門学校　（三次市東酒屋町字敦盛５１８－１）
○内　容　 教育内容についての説明や校内見学、講義受講体験、看護実技体験、

個別進路相談、白衣を着ての記念撮影などを行います。展示コー
ナーも準備しています。

問 広島県立三次看護専門学校 　☎ ０８２４－６２－５１４１　FAX ０８２４－６２－０９５４
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防
災
最
前
線

■
平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で
」

梅
雨
時
期
を
迎
え
、
大
雨
に
伴
う
災
害
に
警
戒
し
ま
し
ょ
う

北広島町消防本部
IP050-5812-1119

熱
中
症
に
注
意
！

　
昨
年
７
月
の
全
国
の
熱
中
症
に
よ
る

救
急
搬
送
人
員
は
２
万
４
５
６
７
人

で
、
平
成
20
年
以
降
、
７
月
の
搬
送

人
員
と
し
て
は
過
去
最
多
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
救
急
搬
送
人
員
の

年
齢
区
分
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
が

１
万
２
３
０
７
人
と
最
も
多
く
、
約
半

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
総
務
省
消
防

庁
調
べ
）

　
一
方
、
北
広
島
町
内
で
は
、
昨
年
６

月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、
熱
中
症
に
よ

る
救
急
搬
送
人
員
は
11
人
で
し
た
。
こ

の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
方
が
７
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
傷
病
程
度
が
重
症
に

至
る
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
熱
中
症
に
よ
り
命
を
落
と
す
こ
と

は
少
な
く
な
い
た
め
、
熱
中
症
を
理
解

す
る
と
と
も
に
自
己
管
理
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。　

高
齢
者
の
方
に
多
い
理
由

　
①
汗
を
か
き
に
く
い

　
②
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い

　
③
暑
さ
を
感
じ
に
く
い

　
以
上
の
３
点
か
ら
、
体
温

を
下
げ
る
た
め
の
体
の
反

応
が
弱
く
な
っ
て
お
り
、
自

覚
が
な
い
の
に
熱
中
症
に

な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。　

予
防
と
対
策

　

部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
確
認
し
、

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま

し
ょ
う
。
外
出
の
時
の
服
装
は
、
体

を
し
め
つ
け
な
い
涼
し
い
服
装
と
し

て
、
日
傘
や
帽
子
で
日
よ
け
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
無
理
を
せ
ず
、
適

度
な
休
憩
を
と
る
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

熱中症の応急手当
・ 涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、

安静に寝かせる。
・ 飲めるようであれば、水

分を少しずつ、こまめに
とらせる。

・ エアコンや扇風機、うち
わなどで風をあて、体を
冷やす。

・ 脇の下・太もものつけね
などを氷のうなどで冷や
す。

　

暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
！

　
　

 

本
署　
勤
続
２
年
目

消
防
士　
山
岡　
健
吾
（
19
歳
）

　
高
い
気
温
の
中
、
強
い
日
差
し
を
浴

び
な
が
ら
、
日
々
の
訓
練
に
励
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
こ
ま
め
に
水
分
補
給

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
、
自
分
で
水
が
飲
め
な
か
っ

た
り
、
動
け
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
意

識
が
な
い
、
全
身
が
け
い
れ
ん
し
て
い

る
な
ど
の
症
状
の
方
を
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん

で
く
だ
さ
い
。
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ブラックバスなどの
外来魚を逃がさないで！

　県内の河川や湖沼のいたるところで、ブラックバス（オオクチバス、コクチバス）やブルーギ
ルといった外来魚によるアユなどの食害が問題となっており、漁業者などによる駆除が行われて
います。
　この外来魚は、河川や湖沼にすむ小魚など、日本固有の淡水生物を餌にしているため、生態系
を壊し、貴重な資源を失う恐れがあります。
　このような状況のなかで、バスの生息数を減らすため、県内の江の川水系全域を対象にオオク
チバス、コクチバス、ブルーギルのリリースが禁止されています。
　釣られたバスなどは持ち帰って、しっかり加熱し、唐揚げ、ムニエルなどで食してみてください。

【バスなどのリリース禁止について】
　●対象区域　県内における江の川水系の公共用水面
　●期　　間　平成 28 年 1 月 1 日から 12 月 31 日まで
問農林課 林業振興係　IP ☎０５０－５８１２－１８５７

▲ブルーギル
◀ブラックバス
　（オオクチバス、コクチバス）

�

　北広島町の家庭から出る可燃ごみのうち、約4割を生ごみが占めています。その中には、期
限切れなどで手つかずのまま捨てられる食品も含まれます。ちょっとした工夫で「もったいな
い」を減らしましょう。

生ごみの減量化にご協力ください

　現在、ごみ処理には多くの費用が発生しています。みなさんの協力によりごみが減れば、ご
み処理に係る費用やエネルギーの削減を図ることができます。限りある資源を守るため、ごみ
を減らし、環境を大切にしたまちと暮らしの実現を目指しましょう。
問町民課 環境管理係　IP☎０５０－５８１２－１８５４　

☑ 買い物に出かける前に、
　冷蔵庫の中身をチェックしましょう。
　食品の期限などをこまめにチェックすれば、
　二重買い・期限切れ防止にもなります。
☑ 買い物は必要な分だけ買いましょう。
　野菜や生ものなど傷みやすい食材は、
　使い切れる・食べきれる分だけ買いましょう。
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問 沿
道
の
立
竹
木
の

　
　
適
正
管
理
に
つ
い
て

　
近
年
、
強
風
や
積
雪
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
沿
道
の
立
竹
木
が
倒
れ
て
、
道

路
の
安
全
な
通
行
の
支
障
に
な
る
事
案

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
沿
道
の
立

竹
木
を
所
有
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
日

頃
か
ら
立
竹
木
の
点
検
を
行
い
、
道
路

に
倒
れ
な
い
よ
う
事
前
に
伐
採
す
る
な

ど
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
設
課
土
木
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
０

平成 28年 7月 10日執行

第 24 回
参議院議員
通常選挙

①期日前投票
仕事や用事などで投票日に投票ができない方は、期日前投票ができます。どの期日前投票所で

も投票ができますが、期間が異なりますので、お間違えのないようお越しください。

期日前投票所 期間 投票時間

本庁 6 月 23 日（木）～ 7 月 9 日（土）

午前８時 30 分～午後 8 時芸北支所
大朝支所
豊平支所

7 月 2 日（土）～ 7 月 9 日（土）

７月 10日（日）は、
参議院議員通常選挙の投票日です。
みんなそろって投票しましょう。

②投票日当日
　入場券ハガキに記載されている投票所で投票してください。

投 票 所：町内 37 ヶ所
投票時間：午前７時～午後６時

　公職選挙法の改正により、今回の選挙から選挙年齢が満 20 歳以上から満 18 歳以上に引き
下げられます。公職選挙法の改正など、詳細につきましては総務省ＨＰをご覧ください。

　選挙に関してご不明な点などありましたら、北広島町選挙管理委員会へお問い合わせください。
　問北広島町選挙管理委員会　IP ☎０５０－５８１２－１８５０
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災害時の迅速・正確な郵便配達に向けて
郵便局と災害発生時の協力協定を締結
　５月23日（月）、「災害発生時における北広
島町と北広島町内郵便局・可部郵便局の協力に
関する協定」を締結しました。災害時に町が避
難者から同意を得た情報などを郵便局に提供す
ることで、被災者へ迅速・正確に郵便物を届け
ることなどを目的とした協定です。また、あわ
せて、「道路損傷等による危険箇所の情報提供
の協力に関する協定」も締結しました。

左から、益田千代田郵便局長、箕野町長、小林南方郵便局長
本地小学校へのご寄附に対して
岩崎 正司さんご夫妻へ感謝状を贈呈
　本地小学校へ多額のご寄附をいただいた岩

いわさき
崎

正
ま さ し

司さん・信
の ぶ こ

子さん（本地）に対し、５月11日
（水）、町長室で箕野町長から感謝状を贈呈し
ました。本地小学校の教育振興に活用してほし
いとのご意向に基づき、今後、同校と協議しな
がら、設備の整備や教育教材の購入費に充てさ
せていただく予定となっています。

舞太郎テーマソングもお披露目
舞ロードで初夏のＢ級グルメイベント
　５月15日（日）、道の駅舞ロードＩＣ千代田
で、「初夏のＢ級グルメと花まつり」が開催さ
れました。町内事業者によるＢ級グルメが振る
舞われたほか、ステージでは、中川戸神楽団に
よる神楽が上演されました。また、北広島町イ
メージキャラクター「花田舞太郎」のテーマソ
ング「おいでよ！キタひろ」もお披露目。広島
を中心に活躍し、今回、作詞作曲を担当した李

り
 

翔
さんうん

雲さんと舞太郎、子どもたちが一緒になって
歌とダンスを披露しました。

李 翔雲さんと花田舞太郎

「となりの達人に教えてもらおう！」
町内公民館で新講座スタート
　今年度から、町内４ヶ所の公民館で、講座「と
なりの達人に教えてもらおう！」がスタートし、
５月30日（月）、千代田中央公民館でハンドメ
イドアクセサリー講座が開催されました。大朝
在住の和

わ だ

田鮎
あ ゆ み

美さんを講師に迎え、19人の参
加者がＵＶレジン＊を使ったピアスやネックレ
ス作りを楽しみました。6月27日（月）には千
代田でゆかた着付け講座、7月4日（月）には芸
北で簡単イタリアン料理講座を予定しています

（要申込・託児あり）。くわしくは各公民館まで。

講師の和田鮎美さん（左端）と参加者のみなさん

左から、本地小学校の河野校長、岩崎さんご夫妻

◀参加者の方が制作したネックレス

＊ UV レジン…紫外線に反応して硬くなる樹脂
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地縁団体
とは

　
団
体
が
保
有
す
る
財
産
は
、
そ
の
団

体
名
義
で
は
不
動
産
登
記
が
出
来
ず
、

代
表
者
の
個
人
名
義
や
共
有
名
義
で
登

記
さ
れ
、
名
義
変
更
や
相
続
な
ど
の
際

に
問
題
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
地
方
自
治
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
自
治
会
、
振
興
会
な
ど
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
団
体
が
、
市
町

村
長
か
ら
法
人
格
の
認
可
を
受
け
る
こ

と
で
、
そ
の
財
産
を
団
体
名
義
で
不
動

産
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
一
定
の
手
続
き
に
よ
り

法
人
格
を
取
得
し
た
団
体
を
「
認
可
地

縁
団
体
」
と
言
い
ま
す
。

※
認
可
の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

土
地
な
ど
の
財
産
を
実
質
的
に
保
有

ま
た
は
保
有
予
定
で
あ
る
こ
と

● 

地
域
的
な
活
動
を
目
的
と
し
、
現
に

活
動
し
て
い
る
こ
と

● 

そ
の
区
域
が
町
名
や
地
区
な
ど
で
明

確
で
あ
る
こ
と

● 

そ
の
区
域
の
住
民
は
、
す
べ
て
構
成

員
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
過
半
数
以

上
の
者
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る

こ
と

●
規
約
を
定
め
て
い
る
こ
と

問
総
務
課 

行
政
管
理
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
０

　切手デザイナー（元郵政省技
芸官）森

も り た
田基

もとはる
治さんの作品を集

めた「切手の世界展」が、芸北
文化ホールで開催されています。
期間は７月３日（日）まで。休
館日は事前にご確認ください。

広島芸北会
　5 月 29 日（日）、芸北オークガーデンで第 38 回広島芸北会総会及びふるさと交流
会が開催されました。毎年、広島市内で行われていますが、今年は 4 年に一度の地
元開催となり、約 200 人が出席し、久しぶりの再会に話が弾んでいました。ステー
ジでは、地元神楽団や加計高等学校芸北分校神楽部が神楽を上演し、出席者からは大
きな声援と拍手が送られていました。

雄鹿原下組神楽団（演目：神武） ふるさと交流会 細見神楽団（演目：鍾馗）

芸北会 反田豊昭会長と芸北分校 小田浩分校長 加計高等学校芸北分校（演目：八岐大蛇） 芸分伝統の「りんご踊り」も披露
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■自衛官の募集について
　自衛官の募集を行います。試験日などは下表を参考にしてください。くわしくは自衛隊可部募集
案内所へお問い合わせください。
問自衛隊可部募集案内所　☎０８２－８１５－３９８０
　自衛隊広島地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/hiroshima/

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生（男子）
18 歳以上
27 歳未満の者

7 月 1 日（金）～ 7 月 21 日（木） 7 月 24 日（日）・25 日（月）の
いずれか１日

自衛官候補生（男女） 8 月 1 日（月）～ 9 月 8 日（木） 9 月 23 日（金）～ 27 日（火）の
いずれか１日

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満の者 8 月 1 日（月）～ 9 月 8 日（木） １次試験：9 月 16 日（金）・17 日（土）

のいずれか１日

航空学生 高卒（見込含）
21 歳未満の者 8 月 1 日（月）～ 9 月 8 日（木） １次試験：９月 22 日（木）

きたひろネットセンター問 IP ☎７４４７

　インターネットのオプションサービス「ｉフィルターforZAQ」
が無料でご利用いただけるようになりました。
　インターネット上の有害サイトを閲覧できないようにして、お子
さまを守るサービスです。パソコンはもちろん、スマートフォンやタ
ブレットにも対応しています。
　詳細及び申し込みは ZAQ ポータルサイトからご確認ください。

「iフィルターforZAQ」が無料になりました！

きたひろネット基本料金の減免制度について
　町民税非課税世帯の方について、基本料金（2,057円）が半額
になる減免制度があります。
　世帯構成などの確認及び課税状況の調査のため、現在減免を受
けている方についても、改めて申請書の提出をお願いしています。
　現在減免を受けている方については、郵送で申請書を送付して
おりますので、必要事項を記入押印の上、同封の返信用封筒によ
り 6 月 30 日（木）までに提出してください。提出がない場合は、
減免が受けられませんので、必ず提出してください。

保安器設置済み世帯で宅内配線工事がお済みでない世帯の方は、早めに宅内配
線工事を済ませて、きたひろネットのサービス利用を開始してください。

ケーブルインターネット
ZAQ のキャラクター

「ざっくぅ」
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
手
当

  「
現
況
届
」の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
届
け
出

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
に

一
度
の
状
況
報
告
に
よ
り
、
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
が
必
要
な
方
に
は
書
類
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
「
現

況
届
」
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
添

付
書
類
を
添
え
て
、
６
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
分

以
降
（ 

10 

月
支
払
以
降
）
の
手
当
は
、

「
現
況
届
」
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
は
、「
次
代
の
社
会
を
担

う
児
童
の
成
長
を
社
会
全
体
で
応
援
す

る
」と
い
う
趣
旨
の
も
と
支
給
さ
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

支
給
さ
れ
た
児
童
手
当
を
有
効
に
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
IP
☎
１
８
５
１

 
■
こ
こ
ろ
の
相
談

　
生
活
の
中
で
精
神
的
な
し
ん
ど
さ
、

不
安
や
悩
み
の
あ
る
方
、
ご
家
族
の
方
、

関
係
者
の
方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

開
設
日　
７
月
15
日（
金
）

時
間　

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
《
予
約
制
》

場
所　
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

担
当
医
師　
医
療
法
人
社
団
恵
愛
会

安
佐
病
院　
精
神
科
医　
山や
ま
も
と
か
ず
ひ
ろ

本
和
央
氏

問
・
予
約　
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　
　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

■
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
！

「
で
っ
か
く
当
た
る
！
今
年
の
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
１
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
７
億
円
！
」

　
１
等
５
億
円
、
前
後
賞
各
１
億
円

「
た
く
さ
ん
当
た
る
！
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万
円
と
同
時
発
売
」

　
１
等　
７
０
０
０
万
円

発
売
期
間　

　
７
月
６
日（
水
）～
７
月
29
日（
金
）

価
格　
１
枚
３
０
０
円

抽
せ
ん
日 　
８
月
９
日（
火
）

　

問

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間を実施します
　広島法務局及び広島県人権擁護委員連合会では、いじめや児童虐待、インターネットによるプラ
イバシー侵害など、子どもたちが発する信号をいち早くキャッチし、問題の解決を支援するため、
専用電話相談「子どもの人権 110 番」を常時開設しています。
　6 月 27 日（月）から 7 月 3 日（日）までの間を、全国一斉「子どもの人権 110 番」強化週間とし、
同週間中は、受付時間を延長して電話相談を受け付けます。子どもだけでなく、大人も利用できます。

　子どもの人権 110番　０
フリーダイヤル
１２０－０

ぜろぜろななのひゃくとおばん
０７－１１０

　実施期間　６月 27 日（月）から 7 月 3 日（日）までの 7 日間
　受付時間　 午前 8 時 30 分から午後 7 時まで
　　　　　　（ただし、土曜日・日曜日は午前 10 時から午後 5 時まで）
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・
保
険

保
健

福
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・
子
育
て

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　



人情報コーナー求
● 正社員の募集 ● パートの募集

問 北広島町求人情報センター（企画課 地域振興係内） 
  IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６
 Webサイト   http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

仕事の内容 事　業　所　名

看護師・准看護師
など

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
大朝ふるさと病院
立川医院

（医）明和会
デイサービスセンター やすらぎ

（医）至誠会　市頭眼科医院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）明和会
社会福祉法人 みぶ福祉会

（有）トリオ　きららの里
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

小売店販売員など
（有）かわすみ
ａｕショップ　北広島店

（有）あすなろ

土木建築作業員・
設備作業員など

（株）千代田工務店
（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電気サービスセンター
竹村石油（株）

（有）ビーエム
（有）ダイケン

調理人
広島北ホテル
益水興産（有）

接客業務など
広島北ホテル

（株）亀の家（アザレア千代田）
食品製造など 丸二（株）

製造作業員（工場
作業など）

（株）大田鋳造所千代田事業所
津久田工業（株）
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
橋渡サービス

（株）セイユー
広島イーグル（株）
カトウ家具工芸（有）

施設・浄化槽管理作業員 千代田衛生興業（有）

運転手（トラック・
機械・バス・タク
シーなど）

今井運送(株)
美和運送(株)
福山通運（株）広島北支店

（有）大朝交通
千代田タクシー
北広島タクシー

自動車技術（トラック整備） (株)エムジー・カーズ千代田
保育士 さつきヶ丘保育所
農業 （有）千代田ファーム
美容師 ku-ra　HAIR FIT
スポーツ 大朝まちづくり（有）

仕事の内容 事　業　所　名 事　業　所　名

看護師・准看護師
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　 （医）明和会
デイサービスセンター やすらぎ

看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ 北広島町社会福祉協議会
（医）明和会 （医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
グループホーム・デイサービス　きららの里 社会福祉法人　三矢会

小売店販売員など

Life shop かわすみ ローソン千代田インター店
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫ （株）Aコープ西日本≪Aコープちよだ店≫
（株）フレスタ　サンクス店 メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫ （株）ザグザグ 《ドラッグストア ザグザグ千代田店》
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫ じゅえりー　中岡
高谷（株）ファッションハウスルックルック千代田店 （株）ジュンテンドー千代田店

（株）スミヨシ　ドコモショップ千代田店

事務員など

ヤマト運輸（株）広島千代田センター （有）ビーエム
広島北ホテル （株）エイジェック
テクノレイク（株） 広島市農業協同組合
おおあさ鳴滝露天温泉 北広島町雄鹿原診療所
広島北部農業協同組合

土木作業員 第一コンテク（株）

調理人
千代田OGMゴルフ倶楽部 特別養護老人ホーム やまゆり
富士産業（株）中国事業部

接客・調理補助
など

千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）むさし
（有）新見仕出し店 （株）どんぐり村
きたひろ市場 広島北ホテル
ガスト広島　千代田店 田原温泉5000年風呂
（株）サルボ両備　寒曳売店 お好み焼き 三八 松浦
（株）ひろし本店 （株）亀の家（アザレア千代田）
（株）勝原白貫堂 おおあさ鳴滝露天温泉
広島アルミ工業内  ウオクニ（株）広島支店

食品製造など
（株）タカキベーカリー千代田工場 （株）キャリアメイク
（株）フレスタ　サンクス店 （株）インプレックス
丸二（株）

製造作業員（工場
作業）

（株）キャリアメイク 東洋ワーク（株）広島営業所
津久田工業（株） 西川物産（株）千代田工場

（株）ショウワコーポレーション （株）サルツ
テクノレイク（株） 広島イーグル（株）

（株）セイユー
配達員 日本郵便（株）
倉庫作業など エコートレーディング（株）広島支店 福山通運（株）広島北支店

清掃
（株）さんびる 富士産業（株）中国事業部
エーエスレジン（株） （有）ホームクリーン

美容師 （有）エルモ ku-ra　HAIR FIT
キャディ 千代田OGMゴルフ倶楽部
交通誘導警備員 （株）タック

農業
西日本高速道路エンジニアリング中国（株）北広島農場 （有）千代田ファーム
大石農園

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合も あります。

平成28年6月9日現在 
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
　○広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
　北広島町人権・生活総合相談センター
 問 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

電力小売全面自由化について
ご注意ください！

Stop
費者トラブル消

　平成28年4月1日から、電力小売全面自由化
がスタートし、私たち消費者が自由に電力販売
会社を選べる制度になりました。この新しい制
度によって、それぞれの事業者が、顧客を獲得
するために創意工夫を凝らすことで、サービス
の種類や内容が多様化し、料金メニューの幅が
広がるなどの変化がおこる可能性があります。
そうした中、電力小売全面自由化に便乗した機
器の購入などの勧誘について、消費者庁から注
意喚起がありました。

≪ポイント≫　
★ 自由化に伴って、消費者が新たに機器の購入

などを求められることはありません。
★ 訪問販売・電話勧誘販売で新料金の申し込み

をした場合は、法定書面を受け取った日から
起算して８日以内であればクーリング・オフ
ができます。

★ 「料金が必ず安くなる」といった勧誘トーク
には十分気をつけて、切替えの契約を検討す
る場合は、契約内容をよく確認してください。

★ 少しでも不安を感じたら、すぐに、北広島町
人権・生活総合相談センター（消費生活相談
室）または広島県生活センターにご相談くだ
さい。

◆石川県の中学生が北広島町で民泊を体験し
ました。受入は「お客様扱いではなく、家族
の一員として迎えること」が基本。縁あって
遠くから訪れる中学生を、家庭の方が季節の
花を飾って迎える、そ
うした“さりげないお
もてなし”も生徒の心
を打っているのではな
いかと思いました。

民泊受入家庭にて

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［５月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,361 人 （－ 19）

    転　入 56 人

    転　出 63 人

　 出　生 10 人

　 死　亡 22 人

    世帯数 8,518 世帯 （+8）

>>> 今月の表紙　「若き牛追い」

●町県民税［ １期 ］
 ６月30日（木）

◆今年も町内で花田植が開催されました。
保存会や田楽団をはじめとする地元の方々
によって代々守られてきた伝統を、多くの
子どもたちが受け継いでいます。表紙の牛
追いは大朝飾り牛保存会 白

しらまさ

砂半
は ん じ ろ う

次郎会長
の孫で高校３年生の勝

ま さ き

健さん。後継者不足
を補うべく、昨年デビューし、今年は新庄、
壬生の両花田植で、多くの観客が見守る中、
立派に大役を果たしていました。
　また、壬生小学校と新庄小学校には子ど
も田楽があり、経験者が大人になって田楽
団に入り、再び花田植に携わっている方も
いるそうです。北広島町が誇る伝統文化は、
次代を担う子どもたちにも力強く支えられ
ていると感じた一コマでした。

>>> Editor's postscript 編集後記

 ８月１日（月）
●国民健康保険税［ １期 ］
●後期高齢者医療保険料［ １期 ］
●固定資産税［ ２期 ］
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【
第
９
回（
平
成
26
年
）　
入
選
】

撮
影
者　
銅
堂 

健
一
さ
ん

（
北
広
島
町
）

　
私
は
以
前
よ
り
仕
事
の
時
間
が
減
っ

た
時
の
こ
と
を
思
い
、
写
真
撮
影
と
陶

芸
を
趣
味
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
育
む
に
は
こ
の
地
は
最
適
な
場
所

と
思
い
、
永
住
す
る
決
心
を
し
ま
し

た
。
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
自
然
の
美

し
さ
、
空
、
山
、
雲
、
田
畑
で
勤
し
む

人
々
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
何
枚
も

撮
ら
せ
て
頂
く
日
々
で
し
た
。

　
地
元
の
人
と
も
親
し
く
な
り
、
撮
影

情
報
も
沢
山
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
「
連
れ
添
っ
て
」
の
入
選
作
品
も

上
川
戸
に
お
住
ま
い
の
方
に
教
え
て
頂

き
撮
れ
た
写
真
で
す
。

　
上
川
戸
熊
野
神
社
で
の
神
事
、
病
虫

害
を
防
ぎ
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
民
俗

行
事
の
一
場
面
、地
区
を
練
り
歩
く
中
、

カ
ー
プ
坊
や
が
可
愛
く
連
れ
添
っ
て
行

く
中
、
ポ
ー
ズ
を
求
め
る
と
共
に
一
瞬

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
れ
た
一
枚
で
す
。
地

域
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
北
広
島
町
の
皆
様
と
仲
良

く
、
自
然
は
も
と
よ
り
伝
統
芸
能
、
農

作
業
に
従
事
さ
れ
る
姿
等
を
大
切
に
考

え
、
作
品
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.4

(

北
広
島
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
寄
せ
て・

入
賞
作
品
へ
の
コ
メ
ン
ト
も
頂
き
ま
し
た
）

審
査
委
員
長　
藤
恵 

乾
吾
さ
ん

　
「
上
川
戸
虫
送
り
祭
り
」
は
、
北
広

島
町
川
戸
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
お

祭
り
で
、
稲
の
病
虫
害
を
防
ぎ
、
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
民
俗
行
事
サ
ネ
モ
リ

さ
ん
の
行
列
で
あ
る
。
写
真
に
は
無
い

が
、
藁
で
作
っ
た
サ
ネ
モ
リ
人
形
を
振

り
か
ざ
し
て
の
行
列
は
、
素
朴
で
賑
や

か
で
、
地
元
で
は
郷
土
の
行
事
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
作
品
は
、
上
川
戸
地
区
の
里
山
の
細

道
を
、
囃
子
方
の
着
飾
っ
た
サ
ネ
モ
リ

さ
ん
の
行
列
が
行
き
、
そ
の
側
に
添
う

よ
う
に
三
輪
車
の
カ
ー
プ
坊
や
が
手
を

上
げ
て
伴
走
す
る
、
和
や
か
で
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
光
景
が
爽
や
か
だ
。

　
お
祭
り
は
、
小
さ
な
祭
り
も
大
き
な

祭
り
も
、
必
ず
最
大
の
見
せ
場
が
あ
っ

て
、
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
捉
え
た

写
真
が
多
い
が
、
こ
の
作
品
の
よ
う
な

主
役
で
な
い
情
景
に
も
思
わ
ぬ
出
会
い

が
あ
る
も
の
で
、
お
祭
り
は
内
容
を
多

面
的
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
心
が
和
む
感
動

を
残
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

【入　選】　連れ添って　　〔撮影場所：川戸（千代田地域）〕


